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る9月２日、商工総߹研究所は「中小企業は人手不足にどう対応するか？」と題し、第̔ճ商ڈ　
工総研セミナーをΦンϥインにて開催いたしました。今ճは、中小企業経営ऀの方々をは͡め、中
小企業支ԉؔػや中小企業研究ऀなど300໊近いお申ࠐΈをいただきました。ここに厚く御礼申し
上げます。
　今ճのセミナーでは、経営上の最重要՝題である人手不足にؔして、第一෦では、ࢣߨに中小企
業ج൫උߏػのେ՝༷をおܴえし、人手不足のݱঢ়、ならͼに中小企業の֤छ支ԉ策な
ど政策的な؍からおをいただきました。また第ೋ෦、第ࡾ෦では、業とαーϏε業という
ҟなる業छのೋ໊のঁ性経営ऀから、人手不足の対応にͭいてごߨԋいただくとともに、第࢛෦
ではύωϧσΟεΧογϣンを行いました。
　ҎԼ本ߘにてセミナーの֓要にͭいてごใࠂします。

中小企業は人手不足に
どう対応するか？
～女性経営者等に学ぶ！持続可能な企業価値の向上に向けた経営！～

第8回 商工総研セミナー後記

14:00 ● 開会あいさつ

14:05 ● 第一部講演　大波光太郎氏

14:25 ● 第二部講演　赤羽優子氏

14:45 ● 第三部講演　三木智映子氏

15:15 ● 第四部シンポジウム

16:00 ● 閉会

プログラム

モデレーター：小林 順一
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第 一 部 講 演

〈講演要旨〉

【人手不足の現状】
2024年൛中小企業നॻでもใࠂされている

　ように、中小企業が໘する経営՝題のうち

　優先度が高い՝題の上位２ͭは、「人材の֬

　อ」と「人材の育成」です。また、ߏػの調

　査によると、業छผでは特に、ݐઃ業、ҿ৯ɾ

　॓ധ業、αーϏε業などで人手不足がਂࠁ

　化しています。

これまでは生産年ྸ人ޱのݮগをิうܗでঁ

　性や高ྸऀのब業がਐΜできましたが、足

　Լはब業ऀ数の૿Ճが಄ଧちとなり、人材の

制に໘していること。またച上高がڅڙ　

Έからճ෮する中で、人手不ࠐછのམちײ　

　足がਂࠁ化していることがߟえられます。

一方、人材をेに֬อできている企業は、

　ಇきやすい৬場ڥɾ制度のඋをੵۃ的

　にਐめており、人材の֬อや定着、࿑ಇ生産

　性にもޮՌがग़ています。人手不足の対

　応策としては、࠾用の人材֬อにՃえてল

　ྗ化にけたઃඋ資もଈޮ性が高いとࢥ

　われます。

【人手不足対策の取組み】
～採用、定着、育成、省力化の４つのポイント
ᶃ人材の֬อ（࠾用）

　ࣗ社の「ັྗग़」と「発৴」、෭業/݉業

　人材、ϓϩ人材の活用

ᶄ人材の֬อ（定着）

　ಇきやすい৬場ڥ、制度のඋ

ᶅ人材の֬อ（育成）

　研मのऔΈ

ᶆলྗ化

　*T、ϩϘοト、*oTの活用

লྗ化にͭいては、*T、ϩϘοト、*oTの導

　入により、業छをわず会ܭɾ経理といっ

　たόοΫΦϑΟε業のޮ化や、業で

　は生産ϓϩセεのࣗಈ化がՄとなり、গな

　い人手で業行がՄとなります。なお、

では*T導入にあたりઐՈの૬ஊ૭ߏػ　

として「*T経営αポートセンλー」（ແྉ）ޱ　

　を開ઃしました。また「*T導入ิॿۚ」、「も

　のͮくりิॿۚ」など֤छのิॿۚがありま

　す。特に今年度からは「লྗ化ิॿۚ」が

　導入され、ҿ৯業でのહϩϘοトやݿ業

　での作業ϩϘοトといった൚用ϩϘοト品

　の資などにもิॿۚの活用がՄになり

　ました。

人材֬อにͭいては、େ企業にൺると中小

中小企業における人手不足の「現状」と「対策の取組み」
                        独立行政法人中小企業基盤整備機構　人材支援部人材支援企画課課長 大波 光太郎氏
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〈企業概要〉

所ࡏ　ٶݝར府町

業　छ　ਫ਼ີՃ工業

（෦品、導ମஔ෦品ࢠి）　　　　

ઃ　ཱ　1989年（業1953年）

社員数　68໊

丁寧なしごとで感動を創造する
株式会社ティ・ディ・シー　代表取締役社長 赤羽　優子氏

第 二 部 講 演

　企業のϊϋ不足は൱めませΜが、「ҙࢥ

　ܾ定がい」、「社員との一ମײを生Έやすい」

　など、৫نが小さい中小企業にもポςン

　γϟϧがଘࡏします。一؏した経営εトーϦ

　ーから生Έग़されるັྗを、ฏқにٻ৬ऀに

　えることで、企業のັྗग़、人材の定着

　にͭなげることが重要です。

一方、経営ऀのนଧち૬手、ӈ人材といっ

　た中֩人材の֬อは重要です。ຽの人材

　ϚονンάαーϏεや、社֎の෭業ɾ݉業人

　材も活用できます。例え、ֳ府が行って

　いるҬ企業とϓϩϑΣογϣナϧ人材のϚ

　ονンάをαポートする「ϓϩϑΣογϣナ

　ϧ人材事業」の活用も、બࢶの一ͭでは

　ないでしΐうか。

നॻに紹介されている༗ޮ事例では、「Ոఉ

　が一൪、事はͦの次ʂ」の経営理೦のԼ、

　従業員が「ࣗ」をେ切にできる৬場ͮくり

　やڥのඋにऔりΜだ݁Ռ、事業֦େ

　とともに従業員数、৽ଔ定着ともେ෯に

　上した事例などもあります。

【人手不足への支援】
ࡢ年、中小企業ிが策定した「人材活用Ψイ

　υϥイン」を紹介します。中小企業経営ऀ、

　中小企業支ԉؔػ方にとってߟࢀになりま

　す。人材ઓུを、人事୯ମの題としてでは

　なく、経営՝題の中から、どのような人材ઓ

　ུがඞ要かをͭݟけるものです。

また中小ߏػが発৴している中小企業Ϗジω

　ε支ԉαイト「+ʵ/et21」では、中小ߏػ

　のΈならず֤公ମが実ࢪする支ԉ策、ิ

　ॿۚใの΄かセミナー、イϕントのใな

　どを一ׅしてࡧݕできるαイトになっていま

　す。なお、人手不足にؔする特ઃϖージも開

　ઃしているので活用してください。



2024.10 49

〈講演要旨〉
当社は研ຏٕज़をݶۃまで高め、あらΏるૉ

材、ܗঢ়においてナϊレϕϧのਫ਼度（ਫ਼ີ

研ຏ）を実ݱしています。ࣗは3代です

が、社ब࣌に経営理೦をվめました。

指す࢟として、ਫ਼ີٕज़をとことΜٻし、

ஸೡなしごとでײಈをすることをかり

やすく表ݱしました。また、େ切にするߟえ

方として、ᶃٕज़ɾものͮくり、ᶄ人材ɾͻ

とͮくり、ᶅ࿈携ɾωοトϫーΫ、の؍か

らͦれͧれ当社としての標をࣔしていま

す。

人手不足の対応ということですが、当社の

場߹人手不足でࠔっているわけではなく、こ

れまでಇきやすい৬場ڥや制度のඋ、

人材育成やলྗ化にऔりΜできた݁Ռだと

。えていますߟ

7U$Aの࣌代というݴ༿をࣖにすることがあ

りますが、中小企業にとってはこれまでも不

֬実性の中でऔりΜできたとࢥっていま

す。ただ、7U$AのԼでඞ要とされる資࣭、

すなわち「ઐ֎のに対するح৺」、「ະ

なるもののݥ৺」、「೪りڧくଓける࣋

ଓ性」、「ڥٯもポジςΟϒにଊえるָ؍性」、

「ม化に対応するॊೈ性」は中小企業経営に

とってとても重要だとࢥいます。経営ऀは、

ৗに不҆とのಆいです。なͥ不҆を๊くのか

といえ、「不҆のਖ਼ମ」がからないからで、

Ҽ数ղによりͦのਖ਼ମ（本࣭）をಥきࢭめ

ることでղফされます。経営においてはԿが

題の本࣭なのかをۃݟめることがඞ要で

す。ύンσミοΫのときのように༷々な題

がෳࡶにབྷΈ߹ってԡしدせてくることがあ

りますが、一ͭ一ͭ題をղき΄͙しながら、

優先順位をͭけて方をཱて、ղܾするとい

ったことを৺ֻけています。

ࣗが社にबした࣌にも不҆はありまし

たが、社としてやるきこととして、「ΰ

ーϧの明֬化」、「ΰーϧのಓしるのઃ

定」、「ࣗ社のڧΈɾऑΈのੳ」、「方性の

ܾ定」、「ಇきやすいڥඋ」にߜってऔり

Ήことにしました。ڥがมわるといΖい

ΖなことをやΖうとしたり、มえてΈたりし

がちですが、୯७化してϒレずにऔりΜで

いくことがपғからの৴པにͭながるのでは

ないかとࢥっています。

৫とは、「ཱ場のҟなる人々がڞ通の的

のもとに集まっているঢ়ଶ」とされ、重要な

のはಉ͡人であってもঢ়گがมわれཱ場も

มわることを理ղすることであり、ঢ়گのม

化に応͡てΞοϓσートしていくことが૬ޓ

理ղにܽかせないとࢥいます。ͦのうえでڧ

い৫をͭくるためには、「৴པؔ」と「ָ

しいとࢥわせること」がඞ要だとߟえており、

ͦのલఏとして「૬手をよくること」がେ

切です。

指す࢟（社員にٻめる資࣭）も明ࣔしてお

り、ࣗ らがߟえ、行ಈする「Ϧーμーγοϓ」

の΄か、「νーϜϫーΫ」、「ײ」、「上৺」

のඞ要性を理ղしてもらっています。৫の

し、小ࢭも、෦、՝といった৬制もഇܗ

άϧーϓにけて֤人がߟえ、Ϧーμーがま

とめる全にϑϥοトなࣗܕࢄ৫にม

えました。社で୭がҒいのかは階ڃではな

く、৬のେきさでܾまるということも社

でपしています。



2024.1050

当社はৗにٕज़開発を行い、最先の事に

औりΜでいますので、৽しい発でイϊϕ

ーςΟϒでありたいとߟえています。ͦのた

めにはίミϡχέーγϣンがܽかせないとߟ

えています。ࣗたちのՄ性をげていく

ためにもଞ人のߟえをڞ༗することがඞ要で

す。

৬場ڥは、ঁ性がಇきやすい৬場をҙࣝし

ています。ࡏݱは社員の4ׂがঁ性で

業としては多い方だとࢥいますが、5ׂくら

いにしたいとߟえています。業は΄とΜど

なく、Ҏલあったۈもഇࢭしました。ঁ性

がಇきやすいということは、உ性にとっても

ಇきやすいはずで、৬場ڥに対するҙݟ

やվળఏҊなどもに上がるようになり、

ͦの݁Ռ、՝題がࡏݦ化しվળにͭながり、

৬もしらくθϩのঢ়ଶがଓいていま

す。18ࡀから79ࡀまでの社員は୭もࣙめる

༧定がなく、くۈめていることにより、֤

人のεΩϧが上がり、おޓいにڭえ߹うこと

が当たりલになって会社がڧくなっていると

。ています͡ײ

݈߁経営にもऔりΜでおり、社員一人一人

の݈߁は、本人だけでなくՈ、会社、社会

　にཱͭということを理ղしてもらっていま

す。社員をେ切にしていることを行ಈでࣔす

ために、全員のҜࢠを҆価な品からർれに

くいやや高価なものとऔりえました。

指数をܾ定する要ૉとして、「論理的ࢥ

の΄かに「ҙ」がありま「ྗޠݴ」、「ྗߟ

す。この「ҙ」とはらないことをָしΉ

৺、ເ中になれること、集中ྗが高いこح

と、とされます。さらにさまざまなことをָ

しΉことで集中ྗが高まり、εトレεが؇

されるといわれます。経営上、࿑ಇ生産性を

高めることの重要性がいわれていますが、࿑

ಇ生産性とは、よりいؒ࣌で価値の高いも

のを生Έग़すことであり、集中ྗを高めるこ

とがඞ要です。ͦのためにも事をָしΉこ

とがେ切で、ͭまり事をָしΉということ

は、集中ྗを高め、ҙの上を通͡て

指数を高めることにもͭながります。

ࢲは経営ऀとして、ྑいϦーμーとはԿか？

ྑい会社とはԿか？をৗにࣗしながらऔり

Μでいます。最ޙにࣗ社のγンϘϧとして

࿈ଡ଼のࣸਅをࡌܝしています。ଡ଼はٯ෩を

受けて高くい上がります。ڥٯのときこͦ

高くうଡ଼のようにありたいし、࿈ଡ଼のよう

に༷々なύートナーとͭながっていきたいと

。えていますߟ
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真のイタリアがここにある～ 86万店から選ばれる
株 式 会 社 ミ キ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 　 代 表 取 締 役 　三 木 　 智 映 子 氏

第 三 部 講 演

〈企業概要〉

所ࡏ　東京都๛ౡ区

業छ　　ҿ৯業（イλϦΞྉ理ళ）

ઃཱ　　1985年

社員数　50໊

〈講演要旨〉
当社は都でイλϦΞྉ理ళを経営しており

ます。業ऀはで、ॳ代社はでしたが、

2011年に先代社であるのٸ੦によりٸ

ᬎ経営をҾき͙ܧこととなりました。ͦれҎ

લはΰϧϑのಓをาΜでおり、日ถ方でς

Οーνンάϓϩの資֨を༗する།一のଘࡏで

した。ͦうした中でΰϧϑのಓをࣺて、経ݧ

のないレεトϥン経営のੈքにඈͼࠐΜだの

は、྆がཱち上げたレεトϥンがେきだ

ったからです。

全国でҿ৯ళは86ສళあるといわれ、イλϦ

Ξྉ理ళだけでも3ສ4ઍళあるといわれて

います。ͦの中でબれるళとなるために当

社は「こだわる」ことでࠩผ化をしています。

「こだわる」というのは、ݟ༷ݟਅࣅをする

のではなく、本場イλϦΞݱの༗໊ళとఏ

携し、ͦこにम業に行って、レγϐをֶͼ、

ຯをݱ࠶。৯材もಉ͡ものを༌入するなど、

インςϦΞ、おもてなし、価֨、これらす

てを全にݱ࠶するためのపఈ的なこだわり

です。

しかしΰϧϑしかやってこなかったࣗがಥ

વ経営をҾき͙ܧといってもすての社員に

受け入れられたわけではありませΜでした。

また、こだわりをもったૉらしいレεトϥ

ンというࣗෛはありますが、ͦれだけで社員

がͭいてくるわけではなく、৽しく社員が入

ってくるわけでもありませΜ。ҿ৯業はΞϑ

λーίϩナが一൪ݫしいといわれています。

ঢ়では人が༨っているというわけではありݱ

ませΜが、業քでは人手不足でళฮのॖ小

を༨ّなくされているとこΖもありますが、

当社ではൺֱ的順調にいっています。こうし

たঢ়گにࢸるまでにऔりΜできたことをお

します。

まず「ಇきやすいɾॅΈやすい」ڥのඋ

です。࿑ಇؒ࣌のݮには10年લからऔり
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Μでいますが、ίϩナՒには1ຖの業

支いとする一方、業代のݮগにうڅ༩

ิరを2年ؒଋすることで҆৺して࿑ಇ࣌

ؒのॖにऔりΜでもらいました。さらに

方ग़ऀけにྈのඋ、Ոิॿも実

から社員ѻいとすۈした΄か、ि3.5日ࢪ

るなどۈܗଶをॊೈにした݁Ռ、ओ්ɾΞ

ϧόイトのൺも૿え、Ξϧόイトൺも

55�から66�に૿Ճしました。உ性の育ٳ

औಘも実を作りました。

「҆৺していられる」ためのऔΈとして、

ίϩナՒでもڅݮθϩ、ղޏθϩ、定औফ

しθϩとしただけでなく、Ξϑλーίϩナを

ग़ళまでもܾஅしました。これنਾえて৽ݟ

にはେきな֮ޛがඞ要でした。インςϦΞを

চからఱҪまですてイλϦΞから調ୡする

ので、ॳظ資がେきいのですが、ίϩナՒ

で݅でのआがՄとなり、Ξϑλーί

ϩナをݟਾえたときにඞ要な資だとஅし

ました。しかしΞϑλーίϩナでは人݅අ、

の手数ࡁ材ྉඅは͡め、Ωϟογϡレεܾݪ

ྉなどのॾ経අの上ঢがଓきऩӹがѹഭさ

れました。ͦ こでళฮだけのച上だけでなく、

40年のϒϥンυྗを生かしたύελιーεの

֎品ൢചなどళฮ֎でのऩӹ֬อや、ά

ϧςンϑϦーύελのఏڙなど݈߁໘にྀ

した付Ճ価値の高いメχϡーによりऩӹを֬

อしています。

また従来行っていたٻ人ࠂをやめ、࠾用活

ಈは社ࣗらが֤のઐֶߍに足をӡͼ、

ϧート開を行ってきました。؆୯ではなか

ったのですが、ঃ々に৴པؔをஙき、ܧଓ

的な࠾用ϧートとなっています。またڵຯを

ަ、って来たֶ生のϦΫϧートϥンνでは࣋

通අの全ֹ支څも行っています。こうしたऔ

りΈにより࠾用අ用も1/3から1/4にݮ

しました。

なお、࠾用໘のࡍには当社のྑいかり

ではなく、ѱいもඞずえるようにしてい

ます。ٳ日にもۈがあること、େ企業では

ないこと、ฏۈۉଓ年数がいことからঢਐ

にもؒ࣌がかかることなど。またҿ৯ళの生

ଘは２年で、10年るҿ৯ళはたっ

た̑ˋしかないというݱ実もしっかりえま

す。一方、େ企業ではできない本場イλϦΞ

での研मやͦうしてに着けたٕज़をళฮで

ଘに発شできること、お٬༷がتΜでいる

られること、などҿ৯業のັྗもݟをに࢟

ಉ࣌にえるようにしています。

ଞ社にはないこだわり、ҿ৯業のૉらしさ、

当社にしかないັྗ、を社員のࢥいやりを

もってٴしてきたことが、社員にわるよ

うになったと͡ײています。
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〈パネラー〉大波 光太郎 氏 ／ 赤羽 優子 氏 ／ 三木 智映子 氏

〈モデレーター〉小林 順一

第 四 部 シ ン ポ ジ ウ ム

〈事前質問〉
Q.世の中の動きに合わせ、賃上げを決断しま
したが、今後も人件費の負担が懸念されま
す。負担に見合う利益が出せればよいので
すが、今後もこうした動きは続くのでしょう
か？
大波　上げにͭいては2023年からைがม

わっているとࢥいます。価上ঢ、人手不足

の中、一ա性のものではなくしらくଓくと

場の中、特に高度ઐࢢえています。ചり手ߟ

人材や中֩人材など人݅අෛ୲はආけら

れませΜ。ͦのためにも、人݅අෛ୲をదਖ਼

に価֨సՇさせていくことが重要です。

Q.赤羽社長様の上下関係を廃したフラットな
組織づくりはたいへん興味深いのですが、
評価制度との関係や運用面での苦労があれ

ば教えていただけないでしょうか。
赤羽　人が成することがେきな標にあり、

評価制度もݸ人の成度߹いに応͡たものと

しているのでՃ方式で評価しています。ί

ーνンάのεΩϧをֶͼ、໘ஊなどを通͡て

社員の成を支ԉすることがࢲのׂです。

ۤ࿑したはあまりないのですが、当ॳ、ϑ

ϥοトな৫を導入することのίンセϓト

を、しっかり理ղしてもらい評価に対する৴

པؔをஙくことにはέΞがඞ要だったこと

くらいでしΐうか。

Q.コロナ禍で減給・解雇も行わず、新規出店
まで決断したのには大きな覚悟が必要だっ
たと思います。それができた最大の理由は
何ですか。

三木　一ݴでいえ、ۤしくてもલਐΉ࢟を
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社員たちにΈせたかった。ࣗは経営ऀとし

ての経ݧがগなく、社員も不҆だったとࢥい

ますが、ࣗにͭいてきてくれた社員たちに

ͦうした࢟をΈせたかったし、Ξϑλーίϩ

ナをݟਾえたظ的な視でඞ要だとஅし

ました。

〈ディスカッション〉
Q.中小機構では「人手不足」に関するさまざ
まな支援策を実施されていますが、現場で
はどのような問い合わせが多いのでしょう
か。
大波　࠾用にؔするい߹わせでは、ޮՌ的

なٻ人ථのࡌهの方やࠂഔମにͭいて

のい߹わせが多いのですが、ઐՈがৄ

しくをしてΈると、本࣭的には経営ऀの࢟

がわれているように͡ײることもありま

す。ͦの΄か、ັྗ的な৬場ͮくりのための

ϊϋであったり、Ϧーμーの育成ϓϩά

ϥϜにͭいて、といったい߹わせなどが多

くあります。ߏػでは、手ଓきなどにؔする

事߲から、人事制度ߏஙといった中ظ的な

制度ߏஙまで෯い૬ஊに対応しています。

例え育成であれ、中小企業େֶߍでの

研मであったり、制度にؔするものであれ、

ઐՈݣといった支ԉメχϡーがあるので

活用してください。

Q.マクロ経済で見たとき、今後の人口減少に
より需要の変化も考えられるが、需要サイ
ドからみた場合、人手不足が与える影響に
ついてどう考えますか。
大波　たしかに人ݮޱগにうधのݮগは

ध要αイυのม化ももたらします。高ྸ化の

ਐలにうҩྍɾࢱでの人材不足、%X化

による*T人材不足がࠐݟまれ、全ମとし

て人手不足が؇されることはないとࢥいま

す。ͦのҙຯでϚーέςΟンάの視やলྗ

化資もඞ要とߟえます。　　

　　

Q.赤羽社長の会社は、必ずしも通勤至便とい
う立地ではなく、特定の技術を要する人材
を確保するには苦労が多いと思われますが、
実際はどうですか。
赤羽　方、業、中小企業と人ؾがある

は優लな人材ࡍではないのですが、実͡ײ

が集まってきます。理ܥでなくても「やるؾ」

さえあれ、社に人材を育成するΈが

あるのでେৎです。ͦの背景として、ϒϥ

ンσΟンάのߟえ方があります。ͭまり、ஸ

ೡな事でՊֶٕज़や先産業にݙߩして

いることなど、ࣗたちのྑさをちΌΜと૬

手にえなけれならないし、える方๏を

います。ͦれが業ࢥえなけれならないとߟ

քやւ֎からもೝされてきているからだ

とߟえています。࠾用のためというより本業

をًかせることにྗしています。

Q.採用活動において具体的にどのような取組
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みをしていますか。
赤羽　৽ଔ࠾用では、ݩのֶߍやϋϩーϫ

ーΫなどに࠾用༧定の通をग़しています

が、ͦれҎ上のことはしていませΜ。また、

社員がࢠやଙにקめて࠾用にͭながるέー

εもあります。ಇいている本人がಇきやすい

と͡ײるからこͦ、Ոにもקめられるとࢥ

うので、うれしいことでもあるし、େ切なこ

とだとࢥいます。

Q.三木社長に伺います。都内の飲食業という
業種柄、採用面ではかなりご苦労のあると
思いますが、実際にどう感じていますか。
三木　いまのएऀは日にしっかりٳΈたいと

いうχーζがあるので、݅的にはݫしい໘

があるのは֬かです。一方で事৬とはҟな

り、ҿ৯業は70ࡀくらいまでಇくことができ

ますし、お٬༷のتͿ࢟を͡ײられるの

はҿ৯業ならではということをえることで

。ঢ়ですݱし、入社する社員も多いのがײڞ

Q.赤羽社長の講演では、自社の企業理念やミ
ッション、社員に求める資質といったことを
明示していますが、こうしたことが社員の育
成・定着にどのような効果があると考えて
いますか。
赤羽　ޮՌはあるとࢥいます。会社の指す方

人のՌたすきׂ、にͭけるݸ性や

きεΩϧをࣗら理ղし、ͦれがୡ成されれ

ࣗのॲ۰にどうөされるのかがかって

いれ、Ϟνϕーγϣンにͭながるとࢥいま

す。また、人材育成の؍でいえ、ݸ人ご

との標は֤ࣗがઃ定するだけでなく、पғ

もっていますので、おޓいに指導、αポー

トするڥが生まれています。ͦうしたこと

が人ؒؔにもྑいӨڹをٴ΅しているとࢥ

います。

Q.三木社長の講演ではイタリアへの研修派遣
といったコストのかかる人材育成策の話が
ありました。人材の流動化が進む飲食業に
おいて、人材育成にかけるコストも含めた
考え方についてお答えいただけますか。
三木　本場のイλϦΞを実にݱ࠶するという

理೦にしておりますので、イλϦΞ研मはඇ

ৗにେ事なҙຯを࣋っています。来ళするお

٬༷もイλϦΞをよくごଘ͡の方も多くいら

っしΌいます。イλϦΞ研मはେ企業では経

とٕज़をにͭけݧできないようなਂい経ݧ

ることができ、しかも研मؒظ中のཱྀඅや॓

ധඅ、څ༩も支څするたいΜしい研म

です。一方で会社にとって当વίεトはかか

ります。ただ、ؼってきた社員はօ活き活き

としており、中にはಠཱするऀもいますが、

େ切なのはってきてからもಇきଓけたいと

。いますࢥえる会社にすることだとࢥ

Q.省力化を含めた投資について、これまでど
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のようなことに取り組んできましたか。
赤羽　会ܭや࿑理などόοΫΦϑΟε業

はΫϥυ化するなどしている΄か、営業に

おいても、今は8E#を活用してޮ化をਤ

っています。生産ݱ場においてもٕऀせ

にするのではなく、ٕをσーλϕーε化す

ることで生産性上、ޮ化にͭなげていま

す。中小企業では*Tπーϧを活用するࡍ、

のৎに߹ったレϕϧにして、εϞーϧελ

ートでޙ々վળվྑをՃえていくことがඞ要

だとࢥいます。

三木　ݱ場にෛՙをかけない方๏でച上を֬

อする手ஈとして、ύελιーεの֎ൢച

のをしました。レεトϥンでしかച上を上

げたことがなかったのでେมでしたが、ྉ理

は͡めελοϑとともにେ企業の෭業人材

にも1+に入ってもらい、り߹いの工場に

をҕୗして事業化にͭながりました。ࣦ

ഊするかもしれませΜが、Կもしなけれલ

にਐΉことはないのでׂり切ってઓするこ

とにしました。

Q.これまで取り組んできた中でうまくい
かなかったことなどあれば。
赤羽　ࣦഊとೝࣝしていないだけかもしれま

せΜが、たとえ業とうまくϚονしなけ

れஔえで対応したり、ͦの都度मਖ਼し

ているのでେきな題にはなっていないとࢥ

います。

三木　 いままさにىこっていることですが、

近年の最ۚの上ঢがٸϐονでਐΜで

いるために、上位৬と৽入社員のڅ༩֨ࠩ

がかなりॖ小してきていることがあります。

すての社員にتΜでもらいたいとこΖです

が、಄の௧いとこΖです。

〈まとめ〉
人ݮޱগがଓく中、ध要のม化がࠐݟまれ、

これまでとಉ͡ことをしていては成がし

くなります。ͦこでঢ়گのม化をݟてߟえ、

行ಈする「人」の重要性が૿してきます。

　本日のおೋ人の経営ऀのڞ通を理する

と、

一ͭは「人」中৺の৫文化を作り上げてき

たこと。これにはいؒ࣌と࿑ྗがかかりま

すが、ಓにऔりΜでいること。

ೋͭは࿑ಇڥのඋにؔして、トοϓが

。的にؔ༩してきたことۃੵ

ͭࡾはલきな資にؔして、ࣗ社の経営

資ݯだけでなく、֎෦のྗも活用しているこ

と。

あえて̐をՃえるなら、おೋ人ともί

ーνンάのٕज़をにͭけていることでしΐ

うか。社のࢥいをどうえ、理ղしてもら

えるか、をߟえऔりΜでこられた݁Ռが、

今日の経営にͭながっているのではないでし

ΐうか。社員の成をଅすことで会社の࣋ଓ

性を高めていく、ͦうしたಓなऔΈが重

要なのではないかとߟえます。
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今ճのセミナーでは人材不足をऔり上げ、た

いΜ多くの方にごࢀՃいただきましたこと、こ

こにվめて御礼申し上げます。ݶられたؒ࣌で

はありましたが、本セミナーの中から̍ͭでもࢀ

。いですがあれ「きͮؾ」になるߟ

当ஂࡒでは、こうした企業経営ऀ、ֶք、ۚ

༥ɾ支ԉؔػのχーζにお応えするために、Ҿ

きଓき多໘的な֯度からのใ発৴やセミナー

開催を行ってまいります。ͥͻ次ճ（2025年2

月ࠒを༧定）の商工総研セミナーをָしΈにし

ていただきたいとࢥいます。

（商工総߹研究所ৗ理事　ઙԫོٱ）


